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 第二項 墨粒貧食機能
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 第一項平均核分葉藪ト平均遊達速痩ト

     ノ相關
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第四飾 本編ノ総描及ビ考接

   縞  諭

   文  戯

員

 前回迄余ハ数種ノ實験的疾病二於クル白血球銭能就中共遊走速度，貧食機能ノ鐘化ラ観察

シ併セテ赤血球，白血球ノ量的焚化及ビ優性工才ジン嗜好性白血球！核移動テ強シ是等相互

間ノ闇係二就キ探究スル所アリタリ．更二条ハ白米テ皿テ飼養セル家兎二就手同様ナル検索

テ書式モントセリ．

 脚氣ハ「ヴイタミンーE鉄乏二越因スル疾患ナル事ハ明白ナル事費ナリ．又「ヴイタミンーB

ノ嵌乏セル白米テ以テ動物テ飼育シ祥起セル病的徴候テー般二白米病ト命名セリ，脚気ト南

米病トハ向一疾患テリヤ否ヤバ余ノ論ズル師ニアラズ．白米病ノ重要ナル病的徴候トシテ諸

家ノ報告テー括スル二千井用，小林貞（帥，小林潜吉ω，細川伽，小澤川〕，行森｛20〕，緒方

㈹比等ハ諸種ノ新陳代謝機能障碍ノ惹起スル裏テ報ぜリ．叉，林㈹，村田（12〕，小林ωノ諸

氏ハ食慾減退，髄重減少，歩行緩慢，下痢，失調，運動麻癖等テ報告セリ．次二血液撃的ニ

ハ淺井ω民ハ貧血，一時的白血球増多テ，伊藤氏〔7）ハ貧血，赤血球沈降速度ノ促進等ヲ報告
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シ，佐藤U日〕氏ハ其著書實験血液病學二白米病ノ潜伏期ニハ血色素量，赤血球藪ノ増加テ來

スモ罹患後二至リ是等ノ減少，又血色素指数，白血球数ノ増カロラ報ぜリ．而シテ實験二使用

サレシ動物ハ鳩，家難ノ如キ鳥類ノ他家兎，鼠等モ使用サレ就中村田（旧，伊藤（6〕，淺井（2〕，

細川｛5’，小澤川），行森｛20jノ謙氏ハ鳥類同様家兎二於デモ「ヴイタミンー眉ノ鋏乏セル白米

ラ投與スル事ニヨリ鳥類白米病ト同様ナル病的徴候テ超シウノレ事テ報セリ．由來精白セル白

米ハrヴイタミンーBテ鉄乏セル外「ヴイタ～ソーA「ヴイタモンーCデモ鉄乏ゼルテ皿テァルー

源（1］一ωハ動物二白米病テ搬忠セシムルクメ白米二「ヴイタミンーA及ピ「ヴイタミンーCテ添

加シ實験セルァリ．然レ井村田氏｛12〕八家兎プ白米二水チ加へ同時二少量ノ藁テ加へ飼育ス

ル事ニヨリ白米病テ罹患セシメ得タリ．余モ亦村田氏ト同一方法ニヨリ家兎テ飼養シ白米病

ノ弄毫向勺手数丁嘆テ手写タリ．

 白米病ノ血清及ビ血液細胞ノ蟹化二闘シテ八文歓ノ存シ共二三八前述セル如シ．余ハ上述

セル如ク白米飼養家兎ノ赤血球，白血球ノ量的愛化就中仮性エオジン嗜好二性白血球ノ核移動

ヲ精細二校セリ∴更二未ダ文織二見ザル白血球ノ機能就中遊走速度，貧食機能ノ愛化テ検索

シ是等相互間二興味アル結果テ得タリ．

第口車 研究材料及ビ研究方法

 健康ナル中等大ノ家兎テ使用セリ．使用セル家兎ハ3頭ニシテ先ヅ健康状態二於ケル左ノ血液諸検査テ

行ヒ後白米テ以テ飼養セリ．耐シテ英経過中二於テ同様ナル血液諸城萱テ行＾リ．飼養二用ヒシ白米八日

本米チ充分緒自シ胚芽テ可及的二除去セ〃毛ノニシテ家兎二役與スルニ際シ上述ノ白米ヂ更二充分水洗後

一定ノ水テ加へ輿ヘタリ．白米ノ投典量ハー定セル聖ナク家兎ノ飲スル量以上チ典ヘタリ．叉同時二水チ

添カ。セ’レ白米二婁曳｛廉ノ重莚ヲ・カロヘ輿壬へニタル書；アリ．

 カクシテ余ノ行ヘル血液誠検査ハ左ノ知グナルモ第1回報告以來（21〕ノモノト金ク同一ニシテ，方法モ

亦同様ナルテ以テ極メテ簡単二言巳スベシ．

 1，白血球遊走連度測定ハ1萬倍「ノイトラール亦超生髄染色標本チ37℃・ノ杉山氏川〕加温箱中ニテ行

＾リ．測定セル方法，時間及ビ細胞敷ハ今日迄ノ方法ト金グ回］ナリ．而シテ英平均迎度テ分一「ミクロ

y」テ以テ示セリ．

 2，白血球墨粒重食機能試験ハ墨粒「ノイトラール赤ニコル趨生駿染色標本テ37℃，ノ瞬卵器中二一定

時間放躍後行＾リ．観察セル細胞ハ假「工」白血球及ビ翠核球ニシテ前者ハ貧食ノ強サニ目リ，後者ハ貧食

セルモノト然ラザルモノトニヨリ各々一定数値テ奥へ平均貧食皮テ求メタリ．

 3，赤血球及ビ白血球藪ノ算定ハ血球計算器二目レリ．

 4，白血球百分率及ビ優「工」白血球核分葉藪ハ血液塗抹標本チメィ・ギムザ二重染色チ行ヘルモノニ就

キ観察セリ．

 5，血色素量ハザーリー氏血色素計ニョり．

 6，血色素指数ノ計算モ今日迄ノモノト同様ナリ．

第二章 賓験 成績

水テ添カロセル白米（時二数條ノ藁テ加7）タ以テ家兎ヲ飼養セシ二家兎ハ好シデ白米テ食シ
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相當長期二歩リ生存シ充分ナル観察テ行7事テ得タリ．勘チ第1家兎ハ75日，第2家兎ハ39

日，第3家兎ハ109日生存セリ．而シテ生存期間申二於ケル身髄的諸徴候ハ各表二大略記セ

ルモ第2家兎ハ他ノ家勇二比シ衰易雰ノ度蕃シク最終ノ検査ヨリlO日ヲ艦テ肺炎テ併護シ死ビ

リ．

 白米テ以テ飼養セル場合ニハ家兎ハー般二玖第二臓痩シ白米ノ撮取量モ漸次減少シ運動不

活嬢トナリ常二箱ノー隅二止リ運動セサルモノテリー第エ家兎二於テハ箪験第ク9日頃ヨリ第

3家兎ハ實験100日頃ヨリ巖痩ノ度著シク，運動テ好マス．強ヒテ歩行セシメントセシニ其

方法パ正常ト異リ後肢二運動障碍アル如キ状テ呈セリ．第1家兎二於テハ死ノ2，3日前ヨ

リ左後肢ノ麻痺状態ラ呈シ外カテ加フルモ反腔無ク歩行ハ全然行ハザルガ如ク左後肢ハ伸シ

テ恰モ燵（イザリ）松テ星セリ．第3家兎二於テハ同巌死ノ2，3日前ヨリ多少失調赦態テ認

メタリ．然レ共明カナル麻痺状態ハ認メザリヰ．上述両家兎ハ死ノ2，3日前ヨリ軽度ノ下

痢テ件ヘリ．叉第2家兎ハ生存期間短カ・リシタメ充分ナル観察ヲナステ待ザリキ．勿論典

期間二於テハ肢ノ麻痺状態ハ認メ得ザリキ．但シ實験第29日前後ヨリ両眼ノ角膜乾燥症状態

テ星セリ．

 次二其等経過申二於ケル血液細胞ノ量的開係，各種白血球機能等二關スル講紬ハ以下述ブ

ル如シ．

             第日節 血液細胞ノ数量的鍾化

          第□項 血色素量，赤血球藪及ピ血色素指数

 白米飼養家兎ノ共経適中二於ケル血色素量，赤血球藪及ビ血色素指藪ノ蟹化ハ第1表，第

2表及ビ第3表二示ス如シ．先ヅ血色素量，赤血球藪二就テ観察スルニ両者ハー般二一時増

加シ後減少スル傾向アリ．師チ第ユ家兎ニアリテハ白米飼養テ開始後第45日頃迄ハ増加ヲ示

セルモ後攻第二減少セリ．第2家兎ハー時増加シ後減少セリ．第3家兎二於デモ同様ナノレ關

係テ示シ賢駿第6佃迄ハ増加アルモ第85日頃ヨリ漸次正常ヨリ減少シ第102日，第109日ニハ

血色素量ハ6吻，赤血球数ハ夫々379萬，34ク萬二減少セリ．血色素指藪ハ3家兎テ通ジ白米

食司養…目婁近ノ系整過ト掌キニ≠斬≡…矢上曾カ1セリ．

         第二項 全白血球藪，各種白血球百分率及ビ縄封藪

 全白血球敷，各種白血球百分率及ビ縄封藪ノ關係ハ第］表，第2表及ビ第3表二示ス如

シ．

 全白血球藪ハ第工家勇二於テハ白米飼養ニヨリ軽度ノ白血球増多テ纏綾シ實験第79日頃ヨ

リ再ピ常態二復セリ．第2家電ハ鞭度ノ増多テ示シ常態二役セヂリ手．第3家兎二於テハ第

］家兎同様一時白血球裕多テ來シ實駿第85日頃ヨリ常態二復セリ．何レニシテモ白米飼養ニ

ョリ白血球増多テ來スバ事費ナリ．

 次二各種自血球百分率及ビ縄封藪テ見ルニ「工」白血球，「麓」白血球及ビ軍核球ニハ特二著

シキプ定セル愛化ナキガ如シ．一夕・“興味アルハ像「工」白血球ノ關係ナリ．自Pチ百分率ハ3例

共一時減少セルモ第ユ例，第3例ノ長期間生存ゼルモノニアリラハ血色素量，赤血球数ノ減
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少時ト略時ラ回ジウシテ再ビ漸次増加セリ．從ツチ3例二於テ繕野藪ハ増加ノ傾向アリ・

              第三項 優「工」白血球核型

 腰「工」白血球二就キテハ其核型テ検シ核移動テ観察セリー一般二白米飼養ニヨリ優「工」

白血球核ハ右方二移動スルモノナリ．從ツチ平均核分葉藪ハ漸次増加ス．是等ノ關係ハ策1

表，第2表及ビ第3表二記セル如シ．コノ關係テ今少シク具鰐的二示スニ第1家兎二於テハ

次第二極数ノ多キ細胞ノ出現テ見タリ．從ツチ平均核分葉藪モ正常ノ2別ヨリ漸次増加シテ

實麟第86日ニハ329二増加セリ．第2家兎，第3家勇二於テモコノ關係アリ．就中第3家

勇二於テハ右方移動顯著ニシテ實験第102日，第109目ニハ6核細胞サベ出現セリ。從ツチ平

均核分葉藪ハ正常ノ2．93ヨリ漸次増加シ實験第109日ニハ3．40トナレリ．

第1表 白米飼養第1家兎

實験白米赤血球 白血球飼養髄重血色’赤血’血色金白血 各種自血球百分率及ビ縄勤敷    假「工」白血球核移動

    素量球藪繋指   一I一一
備考

月日 日野 系1里：写r鍬糸珀
i％〕r（萬〕1敷 球歓

暇「工」膿’醗紬巴球 単核奉ゾエI     一 III IV V 孚均核

一一 山一≒一一一
白血球■ ■     ■

H ，’一一
分葉敷L  ■一

16／V 0 2740
80」5工6，077

8360 仏5％
m％i仙％！俗・％   ■

6自 一 40 39 ユ4 1 2，64 實験第59日
3637 83 －334 3845

  ≡1助1Z0％ i
頃目リ元気

  ■＆5％ ナグ，連動

26／V 10 2605 87 540 O．81 12000
34・O％ 5”％ 5 4I 38 14 2 2．64 牲ユ乏シク
4080 120 240 7140 420」 颪痩著シ、

實験第79日

10／VI 26 2400 85 512 O．83 12840 鋤O％
1．O％一 85％一 5ω％ 35％16≡

S501 1 36 33 19 6
2．83 頃ニハ後肢

4237 128 1091 6934 ノ運動障碍
。。％1 アリ．

29／VI 45 2210 851 504一 0．84 12320 24”％
1・5％・ 3．o％ 67．0％

7 30 42 16 5 2．82 死ノニ三日
2957 185 369 8254 555 前ヨリ左後

肢ノ厭痒状

13／VII 59 2095 79 464 O．85 14480 300％ 一 ，

66－5％ 鮎％『 3 27 50 13 7 2．94 態チ星シ回4344 一 9629 507 時二下痢ヲ’

件ヘリ1

2／V皿I 7g 1620 75 430 O．87 10360
36・O％ 2．O％ 阻0％ 7－O％1 5 30 41 ユ6 8 2－92 死後剖見的
3730 ■ 207 5698 725

i l
ニハ鐘化ナ
シ．

9／V1］I 86 1285 75 416 0．90 8920 肌O％
，
2．助 3m％

5620 223’2765  ■

3・5％1223121i
36 29 12 329

第2表 白米飼養第2家兎

賓験！ 白米 赤血球 自      血       球

飼養
5

盟重血色赤血血色 全自血 各種自血球百分筆及ビ絶1勤歎 暇r工」白血球核移動 備 考

月日 日数
素量球数素指
（％）（萬）・敷  1  1 球藪 暇r工＿島！搬i淋巴球1箪核球 I II IH ・・1・ 平均核

白血球 分葉籔

一 一一 一  u 凸 一一一 一   ］ 1   一E・1…i ；

A、！、、、1 一

阻O％ 1・5％ 15％1 5＆0％ 40％
爾票頭百

16／V O 2550 0．75 10320
413 u 65 20 4 一3612 155 155 1 5985

2．17 前後ヨリ藏
堕甚シク元

2a0％ 加％ ユO％161・O％41018345 σo％
氣ナク箱ノ

27／V 11 2375 O，77 13680 822
13 51 31 5 ■3967 136

2．28 一隅二坐シ
 j   ．80≡447 1   ≡ 此頃ヨリ雨

2，0％一660％3131103222”％ 1．0％ 2・O％ i

2．42
眼ノ角膜乾

13／VI 29一 2180 O．89 15640
4536 156 313

10 45 38 7
一 燥症状テ星

セリ．
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第3表 白米飼養第3家兎

賛験 自来 赤血球 自      血      球

飼養髄重炊色
  一
ﾔ血虹色全自血1各種帥瀬分靴絶勤敷1暇・工・白血球核移動 備考

月日 日鐵
素量球激繋指
（萬）1数 球藪

假「工」 「工」 「窮」
（％） 淋巴球軍核球I II uI IV V V1

平均穣

白血球 白血一球 白血球 分葉敷

■一一
■’］一

■一
16／V O 2420 87 559≡0．77 9960一

27．0％ 6－O％ 64．5％ 2・5％
4 44 37 15 ， 一 2お3

實験第85口
2689 一 598 6424 249 頃ヨリ元氣

ナク運動ヂ

28／V 12 2640 89 604：O．73 10軸01
24．5％ ムO％ 7Z5％ 1・0％ 4 40 40 16 ■ 一

2．52 好マス．實
2558 一 209 7569 104 験109日前

 ■506；O．85 二三日目リ

24／V工 40 2500 87 11080 235％
0，5％ 5』％ 6蛎％ 衛％ 4 43 39 14 一 一 Z63

後肢ノ運動
2604 55 554 7700 167 失調障碍テ

認メタル手

18／VII 64 1850 87 5540．79 10960
34・O％ m％ 50％ 58．5％ 1．5％ 3 35 38 20 4 ■ Z87

明カナル輝
3726 109 548 6412 165 痒状態チ認

i メス，蝶レ

8／V皿 85 1575 70
 ■4440．79

@一
9540
43．0％ 0．5％ 45％ 50・0％ zo％ 2 32 44 16 6

， 292
共下痢テ件

4145 48 434 4820 193 ヘリ．創見
的ニハ塑化

25／V皿 102 1460 60 3790．79 8880
49・5％ 3．5％ 4aO％ 1．0％ 2 26 40 24 7 1 3』1 ナシ．
4396 一 311 4085 88

1／IX 1α， 1350 60 34710，86 9480 7α0％
2－O％ 2”％

一
Z5％

6636 2417 238 一
20 38 27 12

189
3 ユ40

             第四項 第1節纏括及ビ考接

 第1節二於テ自米飼養家兎ノ典経過申二於クル血色素量，赤血球数，血色素指数，全白血

球藪，各種白血球百分率及ピ縄封藪，及ビ優「工」自血球核型ノ蟹fヒ等二就テ精紬二観察スル

所アリタリ．實験二使用セシ家兎ハ懐カ3頭ナリ．然レ共共得タル緒果ハ茨ノ如シ．

 1．血色素最，赤血球藪ハー時増加スルモ後二減少ス．

 2．血色素指藪ハ増カロノ傾向アリ、

 3．一時的白血球増多ラ認ム．

 午腰「工」白血球ノ増加テ認ム．而シテ核移動ハ著シキ右方移動チ示セリ．

 血色素量，赤血球藪ノー時的増加然ル後二減少スル事二開シテハ佐藤氏㈹，淺井氏（2〕，

伊藤氏m，村口］氏U2〕等ノ報告アリ、叉血色素指藪ノ増加モ前述セル如ク認メラレタル所ナ

リ．同時二一時的自血球ノ増カ四モー般二既知ノ事實ナリ．

 更ニコノ場合二附言スベキハ俊「エ」白血球ノ核移動ナリ．白米病ノ際二於ケル優「エ」自血

球ノ核移動二關シテハ余ノ渉讃セシ範圃内二於テハ文猷ノ存スルモノテ認メザリキ．但シ脚

氣ノ場合二於テハSchil1i・g氏エ15〕ハ中性嗜好性自血球核ハ右方二移動スト言ヒ，杉山氏㈹ハ

脚氣患者デハー般二右方移動（千均棲藪2，685）テ示ス緒果テ得タリ．然レ共Schuttenheim氏

U4〕ハ其著書二軽度ノ左方移動ヂ來ストイヘリ．白米病ト脾氣トハ屡々同穣ノ疾忠ト見倣ル

・二E共核移動二開シテハニ榛二考ヘラル・ガ如シ．而シテ余ノ白米飼養家兎ノ場合ニハ明カ

ニ右方二移動セリ．就申第1例，第3例ノ白米病ノ病的徴侯ノ著明ニアラハレシ最絡ノ試験

二於テハ核ノ有方移動ノ穎著ナルテ見タリ．コノ專實ヨリ考フルモ白米病二於テハ右方移動

ト思惟スルハ安鴬ナルベシ．少クトモ白米飼養家兎二於ケル假「工」白血球核ハ右方移動ナリ
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ト鐵言スルモ可ナルベシ．

             第二節 各種自血球機能ノ蟹叱

 白血球機能トシテ余ノ観察セルモノハ其遊走速度ト貧食ナリ．遊走速度ハ「エ」白血球テ除

ヰ優「エ」白血球，r盤」白血球，淋巴球及ビ単核球二就キ観察シ夫等白血球ノ1分間ノ遊走速

度テ平均シテ各種自血球ノ遊走速度トナセリ．叉貧食機能ハ墨粒貧食試験テ行ヒ，候「エJ白

血球及ビ軍核球二就ヰ検セリ．而シテ共平均貧食度テ求メタリ．是等遊走速凄，貧食度ノ測

定ハ余ノ今日迄ノモノト金ク同一ナルヲ以テ其大略ラ記セリ．而シテ白米飼養ニョル遊走速

度，貧食機能ノ愛化ハ第4表，第5表及ビ第6表二示スガ如シ．

               第一・項遊走 速度

 3例ノ家勇二蹴キ遊走速度ノ鐘化テ見ルニー般二日数ノ進行二件ヒ遊走速度ノ減少アリ．

コノ開係チ第1家兎二麓キナ観察スルニ優「工」白血球ハ正常時ノ20．45μヨリ次第二減少シ

實験第86日ニハ葉5q％以下ノ9，39μ二至レリ．「麗」白血球モ同様ナル關係アリ．淋巴球，軍

極球モ減少シ而モ共減少ノ度ハ特二著シク淋巴球二於テハ正常時ノ2．66μヨリ實験第86日ニ

ハ0．3ψ二激減セリ．叉軍核球モα75μヨリO．09μ二減少セリ．

 上ト同様ナル關係ハ叉第2，第3家兎二於デモ見ラルベシ．裏スルニ白米飼養家兎二於テ

ハ各種白血球遊走速度ハ減少スルモノナリ．而シテ共滅少度ハ多核自血球ヨリモ淋巴球及ビ

箪核球二於テ著シキガ如シ．

               第二項 墨粒貧食機能

 第4表，第5表及ピ第6表二見ル如ク優「エ」白血球，及ビ軍棲球墨粒貧食機能ハ遊走速度

ノ如ク白米飼養ニヨリ著シク減少スルチ見ルベシ．

              第三項 第2節総括及ビ考按

 第2節二於テハ白米飼養家兎二於ケル白血球機能就中共遊走速度，貧食機能ノ愛化二就テ

言巳スル所アリタリ．

第4表 白米飼養第1家兎

實験 自来
各種ｿ警鷲即均）1 墨粒貧食機能

飼養暇r工」■r盤」l l 1 假r工」白血球 1阜核球
月日」 日数

     ミ淋巴球箪核球白血球自血球  ！

柵 柑 什 十 一r観察：平均十 一 観察≡平均
4 3 2 1 0細胞駿貧食度i 1 ○馬細胞数貧食度

肌。。」
I 1 L’

…16／V O 9．22

  ；2．66

0．75 20 24 24一 24 8 50 2．24 60 40

’■1o

0－60

26／V 10 1879 7．13 1341 α57 14 22 32 24 8 50 2．1O 40 60 10－0－40 一

1O／VI 26 16．41 6．96  一 O．96 0．57 4 18 321 34 12 50 1．681 30 70 10 0－30

29／VI 45 15－66 6－0910刑 0152 4 8 工8 50 20 50 1．26 33 67 121α33

13／V工I 59 1427 5．22 α44． α26 2 6 10 42 40 50 α88 20 80 10 1 α20

2／VI1I 79 刷415・39 0－35 O．1’7 2 4 12 46 36150 0．90 20 80 10 O．20

9／VIII 86 9．39 5．22 O．34 皿09 一 2
8142 ■ 48150 α64 20 80 10 α20

i i
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第5表 白米飼養第2家兎
各種白血球遊走速度（平均）

實験
白米一 分一rミクロン」 墨 粒 貧 食 機 能

飼養 暇「工」 「鰹」 1 假「工」白血球 軍 核 球

月日 日数 白血球
淋巴球寧。核球

白血球1  1 珊．什■十 I 十， 一 観察 平均 十 一
に＿． 4i3；．2

1 ，
1 o⊥ 細胞籔 貧食度⊥

〇一
観察」平均
ﾗ胞歎貧食度
一    」  L  一       川

」■肌70118一
@ ＝

16／V 0 18．62 10441771 28 P跳 24 6 50 2．28 45 55 20 O，45

α44≡14
@ i2〃V 11 17．如 8．70－1．22 22r28 301 6 50 2』〕8 40 60 10 O．40

I

ユ3／V工 29 16．70 835r 1．25 α35i16 20 24132 8 50 1204 36 64 25 α36
l   l

第6表 白米飼養第3家兎

實験1白米門整讐禁句孚均） 墨粒貧食機能
     1                                      一⊥一
   飼養1暇r工」「騒」   ＝      暇 「元」 自 血 球      単 核 球

月1コ O笠≡1血讐自ぜ巴球1鞠1且五！虹1ユ1系騒1鶉度上ユ系騒灘痩

。。／。。。。、、．1ム。。脳α。。一1。、。、、1、。18、。，，、。。。、。皿。。

・・／・1・・…一 E棚川・…小・川・小川・・1…H川
111111：：：1二；：1：：二1：≡：二：；：二：：工1：：：≡：：…：1，ll：二：：一11：：ll：二葉

。／。。I工1。。、舳1、脳1α。。皿。、．。。。。1。。r。。。。。㎜。。。。。。皿。。

   l   I
25／Vm102 1τ50－a70 0石9 0．62 2  14 28 30 26  50  1．36 30 70  10  皿30

1／1Xユ0914，62－4，350，52α2612820244650 1蝸109010 皿10
       一    ： 1       ， ；

 共結果各種自血球（rエ」白血球ハ観察セサリキ．）遊走速度及ビ假「エ」白血球，軍核球各墨

粒貧食機能ハ次第二減少セリ．印チ平均遊走速度及ビ平均貧食度ハ飼養日野ノ進行ト共二減

退セリ．コトニ第1例，第3例二於テハ著シギ減少テ諸メクリ．

 白米飼養家兎ノ白血球機能ノ減退テ來スバ首肯セラル・財ナルペシ．而シテ各種白血球遊

走速度二於テ淋巴球ガ特二減少度ノ強キナ認メタリ．其原因二就テハ明カナラズ．

        第三節 彼「工」白血球核型ト同上白血球機能トノ關係

 第ユ節及ビ第2節二於テ余ハ白米飼養家兎ノ其経過申二於ケル血液細胞ノ量的蟹化及ど各

種自血球ノ機能就申遊走速度及ビ墨粒貧食機能ノ簗化二就テ言巳ス所アリタリ．今是等相互間

ノ開係テ見ルニ特二余ノ輿昧テ惹クモノハ優「工」白血球核型ト同上自血球機能トノ開係ナ

リ．都チ平均核分葉藪ト平均遊走速度及ビ平均貧食度トノ開係ナリ．コノ闘係ハ第I固，一策

2圖及ビ第3圖二示セリ．

         第■項 平均核分葉籔ト平均遊走速度トノ相關

 表及ビ圃二示ス如ク平均核分葉敷ト孚均遊走速度トノ間ニハ可ナリ密接ナル關係アルガ如

シ．帥チー般二千均核分葉藪ノ増加スルニ從ヒ平均遊走速度ノ減少ヲ認ムルガ如シ．コノ關

係テ更二各例二就手真駿的二観察スル二次ノ如シ．
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ルデ知ルベシ．コトニ實験第86日ニハ平均核分葉数ハ急二増加シテ329トナルニ勤シ、平

均遊走速度ハ急二減少シテ9．39μテ示シクリ．

 第2家兎二就テハ長蜘ノ観察テナシ得ザリシモ第2表，第5表及ビ第2圏二於テコノ關係

テ見ルニ第i家兎同様ノ開係アリ．

 第3表，第6表及ビ第3圖二就テ第3家兎ノコノ開係ヲ見ルニコレ亦前二者ト同棲ナル關

係ノ杯スルチ見ルベシ．

 上述ノ各例二就キ平均核分葉藪ト平均遊走速度トノ關係テ見ルニ両者ハ略英増減テ逆ニス

ルガ如シ．師チ両者ノ關ニハ負ノ相關関係アルガ如シ．試ミニ共相關係藪テ求メタルニ第

1，第2及ビ第3家兎ニテ夫々

    γ＝＿O．9834±0．0087

    γ＝｝α9741土0．0091

    γ＝山0．9518±0．0241

 ニシテ両者ノ間ニハ密接ナル貧ノ相関開係アリ．而シテ相関係数ハ今日迄度々記セルモノ

ト同様玖ノ式ヨリ得タリ．

       ・一高詰σ・一件2σ・一〉半

          第二項 平均核分葉藪ト平均貧食度｝ノ相關

 平均核分葉数ト平均貧食度トノ開係ヲ表及ビ固二就テ見ルニアタカモ遊走速度トノ關係二

於ケル如シ．蜘チ平均核分葉藪ノ増加二件ヒ平均貧食度ノ減少アリ．コノ關係ハ各家兎例二

共通ノ感アリ．コノ場合二於デモ両者ノ相関係数ヲ求メタルニ第1，第2及ビ第3家兎ニテ

夫々

    γ＝一0，883i±O．0559

    γ＝一0．9186±0・0611

    γ＝一0．8η1土0．0587

 ニシテ密接ナル貧ノ相関開係アリ．蜘チコノ關係八千切核分葉数ト平均遊走速度トノ開係

ト同棲ナリ．

             第三項 第3節総括及ビ考按

 第3節二於テ特二假「エ」白血球核分葉藪ト機能就中遊走速度及ビ墨粒貧食能トノ開係二就

テ逆ベル所アリタリ．コノタメ平均核分葉数ト平均遊走速度及ビ平均貧食度トノ相関開係ヂ

考慮セリ．耐シテ夫等相互間ノ相鰯係藪チ求メタウ．勘チ平均核分葉藪ト平均貧食度及ビ平

均遊走速度トノ間ニハ何レモ密接ナル負ノ和開係藪チ得タリ．第1節二於テ白米飼養家兎ノ

優「工」白血球核八日数ノ増加二件ヒ有カニ移動セリ．印チ平均核分葉数ハ次第二増加セリ．

又第2師ヨリ平均遊走速度及ビ平均貧食度八日数ノ経過ト共二減少セリ．コノ事費ヨリモ平

均核分葉藪ノ増加二件ヒ平均遊走速度及ビ平均貧食度ノ減退テ球ス事ハ容易二首肯セラル・

財ナルそ…藪學的二得クル相粥係数ヨリモ明カニコノ事費ラ確認スルチ得ベシ．コノ事費ハ争
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日蓮余ノ得タル機餓家兎ノ場合ト相似タリ．カクノ如ク棲移動ガ右方二移動シ而モ機能ノ減

退テ來ス場合テ杉山氏㈹ハ退行性右方移動トナシ退行性左方移動ト国別世ラレタリ．白米

飼養家冤ノ場合ハ前者勘チ退行個1右方移動二一致スルモノナリ．

              第四節本編ノ総括及ビ考按

 本編ノ要旨ハ各節二於テ大略了承シ得ルモノト信玄然レ共其得タル結果二対シ総括テ乗

ネ今少シク考察スルハ全然意義ナキ事ニアラズ．

 1．家兎ノ白米飼養1方法ハ村田兵U2，二從ヒ白米二水ヲ加へ飼養シ時々藁ノ少量：テ加ヘタ

リ．村田氏ハゴノ方法ニヨリ象兎二白米病テ惹起セシメ得タリ．印チ鐙重ノ減少，貧血，運

動麻痺，下痢ナドノ症状ヲ報告セリ．以上ノ症赦ハ白米病二認メラレタルモノナリ．然ラバ

余ノ場合二於テコノ症状ラ星シタルカテ見ルニ第2例テ除イチ他ノ2例ハ誰重ノ減少，貧血

テ認メ，コト二死ノ近クニアリテハ後肢ノ失調，運動麻痺テ星シ同時二軽度ノ下痢1チ認メタ

リ．叉第2例家兎モ共経過中二玖第二麗重ノ減少テ來シ，運動麻痺，下渕等テ認メザリシモ

貧血アリ．文運動チ好マザル傾向テ示セリ，第2例家兎ハ兎二角トシ他ノ2例二於デバ明カ

ニ村田氏ノ褐タル結果及ビ諸家ノ文献｝一致セリ．然1ノ共白米病ノ病的徴候トシテコノ他ニ

モ種々存スルチ以テコ1ノノミニテ余ノ飼養セシ家兎ハ白米病二罹リシト断言スルチ欲セズ・

 2．白米飼養家勇二於テ共経過中条ノ観察セシ血液細胞ノ諸饗化テ総猜スレバ次ノ如シ．

 血色素量，赤血球藪ハー時増加スル如キモ次第二減少シテ貧血ヲ來セリ．而シテ血色素指

婁迂ハ漸…矢増加ノ傾向アリ．

 茨二自血球過多アリ．且ツ優「工」白血球ノ増加テ來ス．各種白血球平均遊走速度及ピ破

「工」白血球及ビ軍核球ノ墨粒平均貧食度ノ減退ヲ示セリ．

 而シテ優「工」白血球核ハ右方二移動シ杉山氏ノ所謂退行性右方移動ヲ示シクリ．

 血色素量，赤血球数ノー時的増加後二於ケル減少及ビ血色素指数ノ増加ハ前ニモ度々述ペ

タル如ク既二一般二認メラ1ノタル所ナリ．叉白血球過多及ビ像「工」白血球数ノ増加モ淺井氏

（2〕，佐藤氏09〕等ニヨリ認メラレタル所ナリ．又玖二自血球機能巨ロチ遊走速度及ビ貧食機能

ノ減退テ來ス事ハ誰シモ首肯シ得ル所ナリ．雨シテ優「工」白血球核ハ右方二移動シ，平均核

分葉敷ト雫均遊走速度及ビ平均墨粒貧食度トノ間ニハ密接ナル負ノ相關係数ヲ得タリ．コノ

事費ハ平均核分葉数ノ増加二件ヒ機能ノ減退テ來ス事テ意味スルモノニシテ杉山氏ノ退行性

右方移動テウ語ハコノ間ノ消息ラ最モ忠賢二物語ルモノト認ム．

 3．最後二余ノ得タル結果勘チ白米飼養家勇二於テ騒重ノ減少，各種自血球機能ノ漸滅，

優「エ」白血球核ノ右方移動，血色素量，赤血球敷ノー時的増加等ハ余ノ第2回報告磯餓家勇

二於クル白血球ノ機能ノ場合ノ威綾ト相似タリ．耐シテ両者ノ威綾ノ異ルハ白米飼養家兎ノ

死ノ近クニ白米病ノ病的徴候ノ閉現セル事費，及ビ血液方面デハ後二貧血テ來ス事，一時的

削血球壇多ナリ．佐藤氏ノ蕃書㈹ニョレバ貧血ハ白米病二特有ニシテ鱗餓二於テハ絶対ユ

コレテ認メストセリ．叉白米病ノ病的徴候モ餓餓二於テハ認メサル所ナルベシ．而シテ他方

鱗餓ノ場合二於テ毛白米病ノ場合二於テ釆共二新陳代謝機能障碍テ認ムル如シ．
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 敬二白米病テ動物（少クトモ家兎二於テ）二惹起セシムルタメ白米テ以テ飼養スル場合二共

身罷的及ビ血液的方面ノ講蟹叱ハ凡テrヴイタモンーBノ鉄乏二起因スルト思惟スルハ早計ナ

ルベシ．英白米繭餐ノ経過申二於テ食慾不振ヲ來シ鱗餓ト同一像件二動物チ飼養スルチ以デ

ナリ・然レ共白米病ノタメ白米テ皿テ飼養スル場合ニハコノ事ハ必然的二越リウルモノナ

リ。白米二水及ビ少量ノ藁テ加へ飼養スル事ハアル程度迄コノ食慾不振テ防止シ得ルモノ・

如シ．

 カク観察シ球レハ余ノ白米飼養家兎ヨリ得タル結果ハ全然rヴイタミンーBノ鉄乏ノセ昌ヨ

ルモノト断言スルハ早計ナリ．勿論破餓ノミニヨル結果二非テルハ火テ見ルヨリ明カナル事

費テリーコトニ第i家兄第3家兎ノ最終ノ血液ノ講観察二於テ貧血ノ度ノ相當甥キ事，血

色素描藪，優「エ」白血球数及ビ同上白血蛾核分葉籔ノ急激ナル増加及ビ各種白血球機能ノ著

シギ減退ハ白米病ノ病的徴候ナル失調，運動麻痺ノ出現ト共二余ノ得タル結果ガ白米飼養家

兎換言スレバ「ヴイタミンーB鉄乏蒙兎更二語テ愛ヘテイヘバ白米病家兎二於テ認ムルモノナ

リト断言シ得ルニ非ズヤ．

 又一方「ヴイタミン」ノ鋏乏モ叉他ノ螢養素ノー部鉄乏モ廣義二於クル鱗餓ト見ルデ得ベ

シ．故ニアル程度迄縄勤鱗餓ノ場合トー部結果ノー致テ見ル事ハ當テ得タルモノナルペシ．

結   論

 健康ナル3頭ノ家兎テ精白セル白米二水及ビ少量ノ藁テ加へ飼養シ，英経適中ノ白血球機

能就中共遊走速度並二貧食機能ノ劉ヒテ検セリ．同時二血色素量，赤血球敷，白血球藪，各

種自血球百’分率及ビ縄勤藪，假性工才ジン嗜好憧白血球核移動等二就キ観察シ，是等相互間

ノ開係デモ究メタリ．飼養セル3頭巾1頭ハ39日ニシテ他ノ疾病ラ併護シ死亡セルモ，値ノ

2頭ハ各86日，109日生存シ英経適中二所謂白米病ノ病的症椴ヲ赤セリ．

 共結果テ緒論スル：1ト次ノ如シ．

 1．既二知ラレタル如ク余ノ白米飼養家勇二於テ得タル白米病ノ病的症赦ハ次ノ如シ．

 （イ）麗重ノ減少，食慾不振，下痢，後肢ノ失調，運動麻癖等．

 （口）血液ノ蟹化トシテ血色素量，赤血球藪ノー一時的増加後二於クル減少，白血球過多並

二徴性エオジン嗜好性白血球藪及ビ血色素指藪ノ壇カ珂．

 z各種白血球平均遊走速度ハ白米飼養日数ノ経過ト共二漸次減少ス．而シテ其減少度ハ
                           ■ ●  ■ ●
淋巴球二於テ著シ．

 3．墨粒貧食機能モ遊走速度ト同様ナル開係アリ亡副チ優憧エオジン嗜好性白血球及ビ大

軍核球ノ各平均貧食度ハ漸次減退ス．

 4．優性エオジン嗜好憧白血球核型ハ著明ナル右方移動テ來ス．而シテ平均核分葉藪ノ増一
  ○  ●  ■  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ■  ■  ●  ■  ■ ■  ●  ●  ■  ●  ■  ●  ○  ■  ■  ●  ●  ■  ●  ●  ■  ■  ■  ○  ■  ●

州ト共二千切遊走速度及ビ平均貧食度ノ減少アリテ，両者ノ間ニハ負ノ相関關係アリ．郎チ
●  ●  ●  ●  ■  ●  ●  ● ■  ●  ■  ■  ■  ■  ●  ■  ●  ■  ■  ● ●  ■  ●    ●  ●  ●  ■  ●  ■  ■  ●  ●  ●  ●  ●  ■  ●    ■  ■

杉山氏ノ退行性右方移動二相當ス．
●  ■  ■  ■  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ■  ●  ●  ■

 5白米飼養家勇二於テ髄重ノ減少二件ヒ各種白血球遊走速度及ビ假憧エオジン嗜好憧自
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血球，箪核球各墨粒貧食能ノ減退テ認メ，便性エオジン嗜好惟白血球核ノ退行性右方移動テ

摺來スル事費ハ簾餓家兎ノ場合二似タリ．然レ共血色素量，赤一血球数ノ減少，』血色素指数ノ

増一州及ビ白血球過多ハ磯餓二認メラレザル所ナリ．
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